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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒子画像解析方法において、
　フローセル（１００）中を流れる粒子を検出し、
　その検出信号を元に画像の取得要否を判断して対象粒子を撮影し、
　撮影した試料の全体画像を全体画像メモリ（２９１）に格納し、
　撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成分及び個数を抽出し、
　抽出した粒子成分を、特徴パラメータに基づいて解析し、成分種類毎に分類すると共に
その成分の濃度を演算し、演算した濃度と共に分類した成分を切り取り画像として切り取
りメモリ（２９２）に格納し、
　上記切り取りメモリに格納した切り取り画像を表示手段に表示し、表示した切り取り画
像の識別が誤っている粒子成分の修正に基づいて、修正した粒子成分の濃度を演算して修
正し、
　上記全体画像メモリ（２９１）に格納した全体画像を表示手段（５０）に表示し、
　操作手段（６０）から入力された追加又は変更粒子成分情報に基づいて、上記切り取り
メモリ（２９２）に格納された成分の修正、濃度修正演算を行うことを特徴とする粒子画
像解析方法。
【請求項２】
　請求項１記載の粒子画像解析方法において、画像撮影用トリガの粒子検出条件とは異な
る粒子検出条件を複数設定し、それぞれの条件で粒子検出個数をカウントし、前記各検出
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条件の検出個数または、各検出条件における検出個数の差分または、比率に基づき、全体
画像の撮影実施の要否や撮影枚数、または、全体画像メモリ（２９１）への格納や表示の
要否を設定することを特徴とする粒子画像解析方法。
【請求項３】
　請求項１記載の粒子画像解析方法において、上記表示された全体画像内の領域を特定し
、その特定した領域における粒子成分及び粒子個数情報から単位体積当たりの個数濃度を
修正演算し、上記切り取りメモリ（２９２）に格納することを特徴とする粒子画像解析方
法。
【請求項４】
　請求項１記載の粒子画像解析方法において、上記操作手段（６０）から入力されたコメ
ント情報を上記切り取りメモリ（２９２）に格納することを特徴とする粒子画像解析方法
。
【請求項５】
　請求項１記載の粒子画像解析方法において、上記試料は、生物の尿試料であり、この尿
試料に対して、試験紙法により分析を行い、分析結果に従って、全体画像の撮影実施の有
無や撮影枚数、または、全体画像メモリ（２９１）への格納や表示の有無を設定すること
を特徴とする粒子画像解析方法。
【請求項６】
　請求項１記載の粒子画像解析方法において、上記表示手段（５０）に、撮影領域全体の
画像と切り取り画像とを切換えて表示し、表示した画像を拡大および縮小して表示し、表
示した画像に表示された粒子の大きさが判別できる寸法目盛を撮影領域全体の画像と切り
取り画像中に表示することを特徴とする粒子画像解析方法。
【請求項７】
　請求項２記載の粒子画像解析方法において、各検出条件の検出個数または、各検出条件
における検出個数の差分または比率に基づき、分類対象として切出し表示されない小粒子
成分の存在を示すフラグを出力することを特徴とする粒子画像解析方法。
【請求項８】
　粒子画像解析装置において、
　フローセル（１００）中を流れる粒子を検出し、
その検出信号を元に画像の取得要否を判断して対象粒子を撮影する手段（８）と、
　撮影手段（８）が撮影した試料の全体画像を格納する全体画像メモリ（２９１）と、
　撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成分の個数を抽出する粒子分析部（４０）と
、
　撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成分を抽出する特徴抽出部（２６）と、
　特徴抽出部（２６）が抽出した粒子成分を、特徴パラメータに基づいて解析し、成分種
類毎に分類するとともに、その成分の濃度を演算する演算処理部（２８３）と、
　分類した粒子成分とその濃度を切り取り画像と共に格納する切り取りメモリ（２９２）
と、
　上記全体画像メモリ（２９１）に格納した全体画像又は上記切り取りメモリに格納され
た切り取り画像を表示する表示手段（５０）と、
　追加又は変更粒子成分情報が入力される操作入力手段（６０）と、
　上記操作入力手段（６０）から入力された追加又は変更粒子成分情報に基づいて、上記
切り取りメモリ（２９２）に格納された成分の修正、濃度修正演算を行う結果修正処理部
（２８１）と、
　を備えることを特徴とする粒子画像解析装置。
【請求項９】
　請求項８記載の粒子画像解析装置において、画像撮影用トリガの粒子検出条件とは異な
る粒子検出条件を複数設定し、それぞれの条件で粒子検出個数をカウントし、前記各検出
条件の検出個数または、各検出レベルにおける検出個数の差分または比率に基づき、全体
画像の撮影実施の要否や撮影枚数、または、全体画像メモリへの格納や表示の要否を設定
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することを特徴とする粒子画像解析装置。
【請求項１０】
　請求項８記載の粒子画像解析装置において、上記結果修正処理部（２８１）は、上記操
作入力手段（６０）から特定された特定領域における粒子成分及び粒子個数情報から濃度
を修正演算し、上記切り取りメモリ（２９２）に格納することを特徴とする粒子画像解析
装置。
【請求項１１】
　請求項８記載の粒子画像解析装置において、上記結果修正処理部（２８１）は、上記操
作入力手段（６０）から入力されたコメント情報を上記切り取りメモリ（２９２）に格納
することを特徴とする粒子画像解析装置。
【請求項１２】
　請求項８記載の粒子画像解析装置において、上記結果修正処理部（２８１）は、上記操
作入力手段（６０）から入力される、尿試料に対して行われる試験紙法の分析結果に従っ
て、同一試料に対する上記全体画像の撮影実施の有無や撮影枚数、または、全体画像メモ
リ（２９１）への格納や表示の有無を設定することを特徴とする粒子画像解析装置。
【請求項１３】
　請求項９記載の粒子画像解析装置において、各検出条件の検出個数または、各検出条件
における検出個数の差分または比率に基づき、分類対象として切出し表示されない小粒子
成分の存在を示すフラグを出力することを特徴とする粒子画像解析装置。
【請求項１４】
　請求項８記載の粒子画像解析装置において、上記結果修正処理部（２８１）は、上記表
示手段（５０）に、撮影領域全体の画像と切り取り画像とを切換えて表示し、表示した画
像を拡大および縮小して表示し、表示した画像に表示された粒子の大きさが判別できる寸
法目盛を撮影領域全体の画像と切り取り画像中に表示することを特徴とする粒子画像解析
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体中に懸濁した粒子画像を撮影し、得られた画像から粒子を解析する粒子
画像解析方法及び画像解析装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　血液、尿、体液や組織液に存在する細胞を分類、分析する際に、検査の高精度化と省力
化を図るため、洗浄剤であるシース液を外層とし、試料液を極めて偏平な流れにするフロ
ーセルを用いるフロー式粒子画像解析装置がある（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　このフロー方式粒子画像解析装置においては、フローセル中を移動する試料を例えばビ
デオカメラで撮影し、この撮像した静止画像を画像処理することにより、試料中の粒子を
分類・計数する。
【０００４】
　また、フロー方式画像解析装置において、撮影した粒子画像を粒子サイズ等により区分
けして画面上に表示して、オペレータが粒子を分類していく方法が特許文献２に記載され
ている。
【０００５】
　さらに、オペレータが粒子を分類するときに、予め指定した成分の種類のみをレビュー
する機能を搭載し、レビュー時間の短縮を図る方法が特許文献３に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平４－７２５４４号公報
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【特許文献２】特開昭６０－３８６５３号公報
【特許文献３】特開平８－２１０９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献２に記載されたフロー方式粒子画像解析装置においては、成分の種類ごと
にまとめて画像を表示し、レビュー操作の効率化を図っているが、肝心の粒子画像解析の
検出限界は変わらず、画像による粒子解析装置では１～２マイクロメータ程度の小さい成
分は、ごみとの判別など分類精度上の問題から棄却をしている。例えば、尿検査の場合、
細菌の中でも小さな球菌は画像の大きさでは判断できないため、棄却せざるを得ない。ま
た、無晶性の塩類も出現していると、背景全体に広がることが多い。しかし、切り取り画
像では断片的な情報となり、全体を見渡せない。小さい成分が取れないことで、自動分類
が誤った測定結果につながる可能性がある。
【０００８】
　さらに、特徴パラメータから判断して生体成分とは異なる人工物（アーチファクト）と
判断される粒子がある。これらの成分は画像として残らず、極めて稀な生体成分が捨てら
れている可能性も否定できない。
【０００９】
　粒子撮影においても、小さい粒子成分を撮影対象粒子として設定することは、ごみ等の
不要な成分画像を無駄に撮影することにつながり、検出や分類精度の低下につながる。従
って、画像撮影用の検出レベルを、ごみとの区別可能な３μｍ以上とすることが妥当であ
るが、前述のとおり、３μｍ未満の粒子は撮影対象から外れることになり、細菌等の画像
の小さい粒子を撮影できない課題が残ることになる。
【００１０】
　日常検査において、検査技師は試料の全体像を把握するために、低倍率でスライド標本
全体を見ることにより、塩類や細菌類やその他の情報を経験値と照らし合わせて、異常を
察知できるように訓練されているが、成分部分の切り取り画像のみでは精度上、異常察知
に限界がある。
【００１１】
　例えば、画像解析装置では、光学的に倍率を上げるなどして小さい成分まで分類するこ
とはできるが、大きな成分（５０マイクロメータ以上）を同時には測定できなくなること
から、倍率を変える測定モードを追加しなければならない。その場合、時間やコストがか
かり、迅速性が要求される臨床検査のルーチン検査装置として成り立たなくなる。特に、
試料を尿としている装置の場合、多種多様な成分が混在するため、倍率を上げることは困
難である。
【００１２】
　また、尿沈渣検査は形態学的検査のため、臨床的な見地からも１００％の検体を装置側
で処理することが難しく、１次スクリーニングとして自動分類し、画像レビューによる２
次スクリーニングで詳細分類を行っている。画像レビューにも限界があり、最終的に顕微
鏡検査に回る検体はなくならない。解析装置を導入しても顕微鏡検査に回す検体が多けれ
ば、顕微鏡検査の経費や人件費が二重にかかることになるため、顕微鏡検査に回す検体は
少ないことが強く望まれている。
【００１３】
　画像で判断する尿検査装置では、一般的に約３０％は顕微鏡検査に回っているのが現状
である。顕微鏡検査をしなくてはならない検体は、最初に戻って遠心操作し、標本作製を
行ったのち、顕微鏡での検査の工程を踏まなくてはならない。
【００１４】
　本発明の目的は、装置構成を大きく変えることなく、切り取られた粒子成分でレビュー
の効率を上げつつ、画像撮影対象以下の小さな成分を全体画像で観察可能な粒子画像解析
方法及び画像解析装置を実現することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため、本発明は、次のように構成される。
【００１６】
　粒子画像解析方法において、試料を撮影し、撮影した試料の全体画像を全体画像メモリ
に格納し、撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成分及び個数を抽出し、抽出した粒
子成分を、特徴パラメータに基づいて解析し、成分種類毎に分類すると共にその成分の濃
度を演算し、演算した濃度と共に分類した成分を切り取りメモリに格納し、上記全体画像
メモリに格納した全体画像を表示手段に表示し、操作手段から入力された追加又は変更粒
子成分情報に基づいて、上記切り取りメモリに格納された成分の修正、濃度修正演算を行
う。
【００１７】
　また、粒子画像解析装置において、試料を撮影する撮影手段と、撮影手段が撮影した試
料の全体画像を格納する全体画像メモリと、撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成
分の個数を抽出する粒子分析部と、撮影した試料の全体画像から試料中の粒子成分を抽出
する特徴抽出部と、特徴抽出部が抽出した粒子成分を、特徴パラメータに基づいて解析し
、成分種類毎に分類するとともに、その成分の濃度を演算する演算処理部と、分類した粒
子成分とその濃度を格納する切り取りメモリと、上記全体画像メモリに格納した全体画像
を表示する表示手段と、追加又は変更粒子成分情報が入力される操作入力手段と、上記操
作入力手段から入力された追加又は変更粒子成分情報に基づいて、上記切り取りメモリに
格納された成分の修正、濃度修正演算を行う結果修正処理部とを備える。撮影領域の上流
部に通過する粒子を検出する手段とその検出信号を元に粒子画像撮影実施の要否を決める
手段を持ち、粒子を検出する条件を複数設定し、そのうちの１つの段階を画像撮影用とす
る。粒子が通過する都度、その複数の段階における検出個数を試料測定中にカウントする
。それぞれのカウント数やその差分または比率を算出することにより、全体画像撮影の要
否や撮影枚数、および全体画像表示の要否や表示枚数を判断する論理を備える。
【発明の効果】
【００１８】
　装置構成を大きく変えることなく、切り取られた粒子成分でレビューの効率を上げつつ
、画像撮影対象以下の小さな成分を試料全体画像で観察可能な粒子画像解析方法及び画像
解析装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施例であるフロー方式粒子画像解析装置の全体概略構成図であ
る。
【図２】フロー方式粒子画像解析装置におけるフローセルを中心とした構成部分の説明図
である。
【図３】レビュー用画像メモリと、中央制御部との内部機能の説明図である。
【図４】粒子解析の全体処理フローチャートである。
【図５】撮影された画像をレビュー用の切取り画像として取得する処理の説明図である。
【図６】撮影領域全体の画像から同一試料の測定結果を修正する画像レビュー方法であり
、追加の成分があった場合の処理フローチャートである。
【図７】撮影領域全体の画像から同一試料の測定結果を修正する画像レビュー方法であり
、試料全体に成分が分布し成分の測定結果を置き換える場合の処理フローチャートである
。
【図８】画像レビューの結果、成分濃度を置き換えする時の操作画面の説明図である。
【図９】粒子信号検出例を示す図である。
【図１０】細菌が確認された検体において、検出レベル１から検出レベル２の粒子カウン
トを差し引いたグラフを示す図である。
【図１１】各検出レベルでの粒子カウント数から全体画像取得の要否を決定するフローを
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説明する図である。
【図１２】全体画像の保存枚数を設定する操作画面の例を示す図である。
【図１３】撮影領域全体画像と切取り画像の表示切換え画面の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００２１】
　図１は本発明の第１の実施例であるフロー方式粒子画像解析装置の全体概略構成図で
ある。図１において、フロー式粒子画像解析装置は、フローセル１００と、画像撮影部１
０１と、粒子分析部１０２と、粒子検出部１０３と、フロー系制御部１２４とを備える。
【００２２】
　画像撮影部１０１は、フラッシュランプ駆動回路６と、フラッシュランプ１と、フィー
ルドレンズ２と、視野絞り１１と、開口絞り１２と、顕微鏡コンデンサレンズ３と、顕微
鏡対物レンズ５（粒子検出部１０３と共用）と、ＴＶカメラ８とを有する。また、粒子分
析部１０２は、画像メモリ２４と、画像処理制御回路２５と、特徴抽出回路２６と、識別
回路２７と、粒子数分析部４０と、中央制御部２８、およびレビュー用粒子画像メモリ２
９と、表示部５０と、操作部６０とを有する。また、中央制御部２８は、ホストコンピュ
ータ９０を介して定性分析装置９１に接続されている。これは、定性分析装置９１による
分析結果をホストコンピュータ９０を介して中央制御部２８に取り込み、撮影された画像
データから定性項目を判断するために使用される構成となっている。
【００２３】
　また、粒子検出部１０３は、半導体レーザー源１５と、コリメータレンズ１６と、シリ
ンドリカルレンズ１７と、反射鏡１８と、微小反射鏡１９と、顕微鏡対物レンズ５と、ビ
ームスプリッタ２０と、絞り２１と、光検出回路２２と、フラッシュランプ点灯制御回路
２３とを有する。
【００２４】
　半導体レーザー源１５からのレーザー光は、コリメータレンズ１６により平行なレーザ
ー光束１４となり、反射鏡１８を介して、顕微鏡レンズ３とフローセル１００との間に配
置された微小反射鏡１９によりフローセル１００中の粒子検出領域７０（図２に示す）を
照射する。
【００２５】
　図２はフローセル１００を中心とした構成部分の説明図である。図２を用いて装置のフ
ロー制御について説明する。図２において、サンプリングノズル１０９で試料１１０ａを
吸引し、予め染色液１１１の吐出された染色槽１１２に試料１１０ａを吐出する。次に、
一定時間が経過したら、ダイレクトサンプリング機構１０８のダイレクトサンプリングノ
ズル１０７で染色槽１１２の染色試料１１０ｂを吸引し、フローセル１００に注入する。
そのとき、シース液容器１０４内のシース液１０５をシリンジ機構１０６で染色試料１１
０ｂを挟み込みながらフローセル１００に注入する。そのため、フローセル１００のシー
ス液の入り口は二つに分かれている。
【００２６】
　また、フローセル１００においては、染色試料１１０ｂとシース液１０５との流量比に
応じて測定流路の染色試料の厚さが調整される。例えば染色試料１１０ｂの流量が一定の
場合に、シース液１０５の流量が少なくなると、幅は一定のままで超偏平試料流の厚さが
増加し、シース液１０５の流量が多くなると、幅は一定のままで同じであれば、超偏平試
料流の厚さが減少する。
【００２７】
　尿中有形成分を対象とする場合、成分の大きさは数マイクロメータ～２００マイクロメ
ータのため、フローセル１００の幅は２００～３５０マイクロメータを必要とする。厚さ
寸法は数マイクロメータ～数１０マイクロメータ程度の偏平試料流となる。粒子撮影領域
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７０は一辺が試料の流れの幅とほぼ同じ長さを有する四角形状である。得られる撮影画像
８０は幅と長さが２５０～３００マイクロメータ程度の大きさとなる。
【００２８】
　図１において、粒子検出部１０３は、粒子通過の有無や撮影実施要否を検出や複数のレ
ベルにおける粒子数を計測する分析部を備える。測定対象である試料１１０内の粒子がレ
ーザ光束をよぎると、レーザ光は光散乱され、この散乱光は粒子像撮影につかう顕微鏡対
物レンズ５で集められ、ハーフミラー２０で反射させ絞り２１を通過後に光検出器２２及
び光検出回路３１よって電気信号に変換される。電気信号に変換された粒子信号はそれぞ
れ異なる検出レベル以上に達した場合にデジタル出力するレベル検出回路３２、３３、３
４、３５及び時間幅計測部３６によって粒子検出信号の時間幅を計測する。レーザ光源１
５は常時点灯しており、常にサンプル中の粒子が検出領域を通過するのを観察している。
光検出回路２２からの検出信号が、予め定めたレベル以上で、かつパルス幅が予め定めた
幅以上となったときに当該粒子を撮影対象粒子と判断し、粒子数分析部４０で粒子数をカ
ウントするとともに、中央制御部２８によりタイミング制御されフラッシュランプ点灯制
御回路２３とフラッシュランプ駆動回路６により粒子の画像が画像取り込み視野の定めら
れた位置に止まるようなタイミングでフラッシュランプ１を発光させ、フローセル１００
内の粒子を検出し、画像撮影部１０１で画像８０を取得する。
【００２９】
　また、この粒子判断論理は複数用意されており、上記レベル検出回路３２～３５は異な
る検出レベルを設定し、それぞれに定めたレベル以上で、かつパルス幅が予め定めた幅以
上となったときに当該粒子の数を粒子数分析部４０でカウントする。
【００３０】
　粒子分析部１０２においては、ＴＶカメラ８から出力される画像データ信号を画像処理
回路２５の制御のもとに画像メモリ２４の所定のアドレスに記憶させる。画像メモリ２４
に記憶されたデータは画像処理制御回路２５の制御のもとに読み出され、特徴抽出回路２
６を介して識別回路２７に入力されて画像処理が行われ、中央制御部２８にその結果が供
給される。供給されるのは粒子分類結果と粒子分類に使われた粒子識別特徴パラメータデ
ータである。
【００３１】
　粒子の分類識別論理は、通常行われているパターン認識処理により自動的に行われる。
この画像処理結果と測定条件及び画像処理された画像情報が中央制御部２８から粒子分析
部４０に送られる。粒子分析部４０では中央制御部２８、光検出回路２２からの粒子検出
信号、および画像処理制御回路２５からの制御信号をもとに、検出粒子と粒子分類結果と
の対応関係を調べ、最終的な粒子画像の分類識別結果のまとめを行う。その結果は中央制
御部２８に返され、必要に応じて表示部５０に出力表示される。
【００３２】
　一方、粒子画像をレビューする場合は、まず、操作部６０からオペレータがレビューし
たい粒子の種類を選択し、中央制御部２８を経て識別回路２７に伝えられ、識別回路２７
で分類識別した結果と設定したレビュー粒子名称と一致した場合だけ、相当する粒子画像
が画像メモリ２４よりレビュー用画像メモリ２９に送られ、順次蓄積されていく。
【００３３】
　レビュー用画像メモリ２９は粒子画像に関してはレビューすべき粒子像専用のもので、
これに蓄積された粒子画像は、試料の測定終了後、レビュー用画像メモリ２９から中央制
御部２８を経て同一粒子種類ごとに表示部５０の表示画面に表示され、オペレータによる
レビュー用に供せられる。
【００３４】
　これらの測定結果をもとにして、サンプル中の粒子濃度計算、視野換算粒子数計算を行
い、分析結果を中央制御部２８に返す。
【００３５】
　図３は、レビュー用画像メモリ２９と、中央制御部２８との内部機能の説明図である。
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　図３において、レビュー用画像メモリ２９は、全体画像メモリ２９１と切り取り画像メ
モリ２９２とを備えている。また、中央制御部２８は、操作部６０からの操作指令に従っ
て全体画像メモリ２９１、切り取り画像メモリ２９２からの画像を取り込んで修正処理す
る結果画像修正処理部２８１と、結果修正処理部２８１からの指令に従って演算処理する
演算処理部２８３と、演算処理部２８３により処理された結果（分析結果）を格納する分
析結果メモリ２８４と、表示部５０やその他の部の動作を制御する動作制御部２８２とを
備えている。測定終了後、測定結果はホストコンピュータ９０へと送られる。また、試験
紙法を用いた尿定性分析装置９１の同一検体結果を測定前にホストコンピュータ９０から
受信する手段を備えている。
【００３６】
　次に、本発明の第１の実施形態における粒子解析の全体処理フローについて図４を用い
て説明する。図４において、まず、染色試料１１０ｂのフローセル１００への注入を開始
する。粒子が粒子検出部１０３で検出されると、ＴＶカメラ８で撮影する（Ｓｔｅｐ１、
Ｓｔｅｐ２）。その後、画像処理制御回路２５は、撮影された画像８０を背景と成分に分
離、つまり、二値化する（Ｓｔｅｐ３）。次に、分離された成分一つ一つに番号を付けて
区分けする、つまりラベリングを行う（Ｓｔｅｐ４）。
【００３７】
　その後、成分ごとに大きさや色情報、円形度などの特徴パラメータを算出する（Ｓｔｅ
ｐ５）。そのとき、小さな成分（３マイクロメータ未満）は棄却される。残った画像は特
徴パラメータから成分をニューラルネットワークで識別する（Ｓｔｅｐ６）。識別された
画像は成分エリアのみに切り取られ、レビュー用の画像として成分ごとにまとめられ、レ
ビュー用画像メモリ２９の切り取りメモリ２９２に格納される（Ｓｔｅｐ７）。測定の最
後に、撮影領域全体の画像を設定任意枚数取得し、レビュー用画像メモリ２９の全体画像
メモリ２９１に格納する（Ｓｔｅｐ８）。
【００３８】
　以上が画像処理からレビュー用画像メモリ２９への格納までの処理フローである。
【００３９】
　次に、図５を参照して、撮影された画像をレビュー用の切取り画像として取得する処理
フローについて説明する。撮影順に撮影領域全体の画像中の成分一つ一つに番号を付与す
る（図５の（Ａ））。図４のフローにおけるラベリングＳｔｅｐ４に相当する。
【００４０】
　小さい成分である粒子成分Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｉ、Ｊ、Ｈはサイズ棄却され、粒子成
分Ａ、Ｆ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎが切取り画像として切り取りメモリ２９２に格納される。その
画像はレビュー用画像となる。これは、図４のＳｔｅｐ７に相当する。それを成分の種類
（赤血球、白血球、扁平上皮等）ごとに並べ替えを行い、成分ごとにウィンドウ表示する
（図５の（Ｂ）、（Ｃ））。
【００４１】
　次に、本発明の撮影領域全体の画像から同一試料の測定結果を修正する画像レビュー方
法について、図６、図７を使って説明する。本発明の第１の実施例では、切取り画像のみ
でなく、設定に応じて撮影領域全体の画像を測定中に格納する処理が追加されている。
【００４２】
　図６は追加の成分があった場合の処理フローチャート、図７は試料全体に成分が分布し
ていて、成分の測定結果を置き換える場合の処理フローチャートを示す。撮影領域全体画
像は保存用に測定中に取れば良いため、分類のための画像と分けても良いし、分類に使用
した画像を表示用としても良い。
【００４３】
　図６において、まず、撮影領域全体の画像レビューの前に切取り画像をレビューする（
Ｓｔｅｐ１０１）。これは、オペレータによる操作部６０からの指示に従って、結果修正
処理部２８１が切り取りメモリ２９２から画像を読み出し、表示部５０に表示する。成分
ごとにまとめられた画像をオペレータが見て、識別が誤っていると判別した粒子を正しい
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成分の項目へ操作部６０を用いて修正する。測定した体積と個数の関係から画像１枚１枚
に濃度情報があり、移動させると、その濃度情報も移動する。例えば、測定容量が５マイ
クロリットルで赤血球の出現個数が１０個あった場合、補正係数等抜きに単純に計算する
と、赤血球濃度は１０個／５マイクロリットル＝２個／マイクロリットルとなる。１０個
出現しているため、１枚当たり０．２／マイクロリットルとなる。この濃度情報が赤血球
１個の濃度となる。
【００４４】
　装置が赤血球と識別した１０個のうち、１個を白血球にオペレータが修正すると、白血
球の濃度が０．２個／マイクロリットル増える。このように、切取り画像ごとに持ってい
る濃度情報の移動で修正が行なわれる。つまり、赤血球１個を白血球に修正したとき、レ
ビュー前は、赤血球が２．０個／マイクロリットル、白血球が１．０個／マイクロリット
ルであったものが、レビュー後、赤血球が１．８個／マイクロリットル、白血球が１．２
個／マイクロリットルとなる。
【００４５】
　次に、撮影領域全体の画像を表示する（Ｓｔｅｐ１０２）。これは、全体画像メモリ２
９１から結果修正処理部２８１が読み出し、表示部５０に表示する。オペレータは、表示
された全体画像を観察し、追加する成分（見落とされた成分）が出現していた場合、その
成分を特定し、その個数を登録する（Ｓｔｅｐ１０３）。登録すると、該当検体の濃度を
演算処理部２８３により再計算される（Ｓｔｅｐ１０４）。
【００４６】
　例えば、尿細管上皮細胞が１個判別して追加したい場合、全体では測定容量が５マイク
ロリットルであるため、切取り画像にその成分がなければ、レビュー前は０．０個／マイ
クロリットルであり、修正後は１個／５マイクロリットル＝０．２個／マイクロリットル
が新たに結果に追加されることになる。分類がされている成分かどうかは画面表示で区別
されている必要がある。
【００４７】
　つまり、尿細管上皮細胞１個を追加するときの結果修正は、レビュー前において、尿細
管上皮細胞、０．０個／マイクロリットル、レビュー後、０．２個／マイクロリットルと
なる。
【００４８】
　最後に、撮影領域全体の画像のレビュー時に濃度情報以外に試料に関する情報を臨床側
へ伝えたい場合、操作部６０を介してコメント欄にコメント（例えば、考えられる細菌名
称）を入力する（Ｓｔｅｐ１０５）。
【００４９】
　試料全体に成分が分布している場合について、図７の処理フローチャートを用いて説明
する。なお、切取り画像の修正（Ｓｔｅｐ２０１）、コメント入力（Ｓｔｅｐ２０５）は
、図６のＳｔｅｐ１０１、１０５と同様である。
【００５０】
　ここで、成分が試料全体に分布している場合とは、切取り画像では棄却されるサイズの
細菌や無晶性塩類が撮影領域全体の画像で観察できた場合を意味する。つまり、図５に示
した例において、棄却された小さい成分（成分Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ）が撮影
領域全体画像では観察することができる場合である。
【００５１】
　図７のＳｔｅｐ２０１で切取り画像での修正後、領域全体画像を表示する（Ｓｔｅｐ２
０２）。例えば、画像全体に細菌が観察でき、それが試料全体に分布している場合、成分
の濃度を置き変える処理を行う。予め撮影領域全体の画像８０（図８に示す）は撮影領域
の面積、試料の厚み情報が組み込まれている。操作部６０のマウスやタッチペン等で、結
果修正処理部２８１を介して表示部５０に領域を設定する。図８に示す設定された領域３
０１を画面上で判別し、領域中の成分の特定と個数情報を操作画面からオペレータが入力
する（Ｓｔｅｐ２０３）。中央制御部２８の結果修正処理部２８１、演算処理部２８３で
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測定結果を計算し、該当成分の結果を置き換え分析結果メモリ２８４に格納する（Ｓｔｅ
ｐ２０４）。
【００５２】
　図８は成分濃度を置き換えする時の操作画面の説明図である。図８において、撮影領域
全体の画像８０上で領域３０１を、オペレータがマウスをドラッグして決める。フローセ
ル１００内での染色試料１１０ｂの厚みとエリアの面積から、選択した領域３０１の体積
Ｖが演算処理部２８３により算出される。図８に示した操作画面上の「ＩＤ？」の欄に成
分のＩＤをプルダウンメニューから選択する。
【００５３】
　また、図８に示した操作画面上の「個数？」の欄に個数を入力して登録ボタンを押すと
、演算処理部２８３は、濃度を計算し、測定結果の置き換えを実施する。例えば、設定領
域内に細菌が３個（Ｈ、Ｉ、Ｊ）あって、設定領域の体積が０．１マイクロリットルとし
て計算すると、３．００／０．１マイクロリットル＝３０個／マイクロリットルとなる。
領域設定が全画面を指定する手段も設け、複数枚を設定できれば、より検出感度が上げら
れることになる。
【００５４】
　つまり、細菌の濃度を置き換えするときの結果修正として、レビュー前は細菌　　０．
０個／マイクロリットルであり、レビュー後は細菌３０．０個／マイクロリットルとなる
。
【００５５】
　以上のように本発明の第１の実施例によれば、成分の種類毎に切り取られた画像とは別
個に撮影領域全体の画像を保存し、その撮影領域全体を読み出し、オペレータが読み出し
た撮影領域全体を確認して、追加成分の確認を行うことができる。
【００５６】
　これにより、装置構成を大きく変えることなく、切り取られた粒子成分でレビューの効
率を上げつつ、試料全体を観察可能な粒子画像解析方法及び画像解析装置を実現すること
ができる。
【実施例２】
【００５７】
　次に、本発明の第２の実施例について説明する。
【００５８】
　前述したとおり、フロー方式粒子画像解析装置には粒子検出部１０３が備えられており
、サンプル内の粒子がフローセル１００を通るときに検出レベルを検知して一定レベル以
上の場合にフラッシュランプ１を点灯して画像を撮影する。
【００５９】
　サンプルが尿の場合は、粒子成分が少ないと正常と言える。しかし、成分の検出個数が
多い程、小さい成分が多い可能性が高くなる。全ての検体で撮影領域全体の画像を取得し
て確認する必要はなく、全体画像を毎検体撮るのでは、必要なメモリ容量も大となり、格
納した全体画像全てをレビューするのでは長時間が必要となり、検査の効率が上がらない
。
【００６０】
そこで、本発明の第２の実施例においては、レベルごとの粒子検出カウント数、検出時間
幅を基準として閾値を設け、測定中、閾値を超えた検体のみ、全体画像を設定枚数だけ取
得するようにする。さらに、複数ある検出レベルでの粒子カウント数やその比率を用いて
、全体画像取得の要否や表示の有無を決定する手段を備えた。
【００６１】
　また、尿中有形成分は多種多様で、検出信号のレベルと幅も多様である。どこまで微小
な粒子を撮影するかどうかが問題である。検出信号上でごみやノイズと区別する必要があ
るが、ごみやノイズと同レベルの微小な成分が出現する。とりわけ、尿中の球菌はごみや
ノイズと区別するこが難しい。区別できないので、微小な成分も撮影対象とすると、画像
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数が増えすぎて分類精度が落ちるとともに、効率化にならない。現状の装置においては、
約３μｍ以上の成分を対象とするため、球菌が出現しているのにもかかわらず、見逃して
いる場合がある。
図９に尿中有形成分における粒子検出信号の例を示す。横軸が検出している時間幅（μｓ
）、縦軸が検出電圧（Ｖ）である。大きな粒子は通過するのに時間がかかるため、時間幅
が長くなる。粒子内の密度等が大きい場合に検出電圧が高くなる傾向がある。直径が１－
２μｍの球菌はレベルと幅が小さい。赤血球は直径６－８μｍで電圧のレベルが球菌に比
べ大きい。幅が５０～１００μｍの硝子円柱が内容物の密度が低いため、検出のレベルが
比較的低いが、検出時間幅が長いのが特徴である。赤血球は画像での分類が可能であるた
め、撮像対象の閾値を検出レベル２以上で、かつ、時間幅の閾値を３０μｓ以上とした。
検出レベルのみを変更することで、撮影対象のレベル設定が変更できる。
図１０に細菌は、尿試料で細菌が確認された検体において、検出レベル１から検出レベル
２の粒子カウント数を差し引いた値を示す。細菌濃度が高くなるに従って、差分が大きく
なる。この差が細菌であると考えられる。差分あるいは比率に閾値を設定することによっ
て、細菌出現の可能性のある検体の全体画像を残すことができる。このように、撮影する
検出レベルは１条件であるが、各検出レベルでの粒子数をカウントすることで、微小粒子
の有無を想定できる。
【００６２】
　また、各レベルの検出カウント数の関係からから全体画像取得の要否を決定ができる。
図１１に各検出レベルでの粒子カウント数から全体画像取得の要否を決定するフローを説
明する。測定を開始し、フローセルＸ中を粒子成分の通過時、粒子画像信号を検出する（
Ｓｔｅｐ３０１）。複数段階ある検出レベル（閾値）以上）のそれぞれの粒子数をカウン
トする（Ｓｔｅｐ３０２）。複数段階あるうちの１つの撮影対象検出レベルを超えた粒子
については、フラッシュランプを点灯し、画像を取得する（Ｓｔｅｐ３０３）。撮影対象
検出レベル以下の粒子は撮影しない。画像取得した粒子画像は成分のみを切り取り、分類
処理される（Ｓｔｅｐ３０５）。測定終了時間になった時点（Ｓｔｅｐ３０６）で、Ｓｔ
ｅｐ３０２の粒子カウント数を集計し、レベル１とレベル２の比率あるいは、レベル３と
レベル１の比率を算出する（Ｓｔｅｐ３０７）。比率とカウント数の関係から全体画像撮
影の要否を判断する（Ｓｔｅｐ３０８）。全体画像撮影が必要と判断された検体はフラッ
シュランプを点灯し、全体画像を取得する（Ｓｔｅｐ３０９）。その後、画像を保存する
とともにデータフラグを出力させる（Ｓｔｅｐ３１０，３１１）。全体画像取得が否の検
体は画像を取得せず、測定終了となる。
また、粒子検出カウント数の設定で全体画像取得の有無を設定することもできる。例えば
、図１２に示すように、検出レベル１から検出レベル２を差し引いた粒子カウント数５０
０個で、全体画像の保存枚数は３枚などと操作画面から登録できるようにする。検出カウ
ント数と撮影枚数はどちらか一方の設定で全体画像の保存枚数を設定することができる。
【００６３】
　その他の構成は、第１の実施例と同様であるので、図示及び説明は省略する。
【００６４】
　この第２の実施例においても、第１の実施例と同様な効果を得ることができる他、全体
画像の格納に必要なメモリ容量を削減可能とすると共に、全体画像のレビュー時間を短縮
化することができる。
【実施例３】
【００６５】
　尿検査の場合は、粒子の検出カウント数だけでなく、同一試料で試験紙法による尿化学
成分分析も行なわれる。これらの結果は尿沈渣成分分析とも深く関連がある。例えば、細
菌の項目は試験紙法では亜硝酸塩の検出で分析しており、尿沈渣検査は形態学的な測定原
理で測定している。
【００６６】
　試験紙法では小さい細菌を棄却することもないので、細菌があれば陽性となる。
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　従って、陽性となった項目で全体画像取得の有無を決めることで、細菌等の測定精度を
上げることができる。
【００６７】
　つまり、同一試料で試験紙法による尿化学分析をも行った場合、陽性となった項目に従
って、全体画像を取得し格納するか否かを判断の基準とすることができる。図１２に示し
た操作画面において、定性項目毎に全体画像の保存枚数を設定することができる。
【００６８】
　その他の構成は、第１、第２の実施例と同様であるので、図示および説明は省略する。
【実施例４】
【００６９】
　図１３を用いて第４の実施例を説明する。画像表示において、撮影領域全体の画像と切
取り画像とは画像そのものの大きさに差があり、表示画面に同時に表示をすると、撮影領
域全体の画像は縮小する場合がある。撮影領域全体を縮小すると、オペレータは大きさの
感覚がつかめなくなる。このため、どの画面上にも大きさが判別できる寸法目盛４０３を
表示しておく。
【００７０】
　図１３は、切取り画像と撮影領域全体の画像との切替えと、拡大／縮小機能の説明図で
ある。まず、図１３の（Ａ）に示す画面を用いて切り取り画像の修正を行った後（図６の
Ｓｔｅｐ１０１、図７のＳｔｅｐ２０１の動作）、切替えボタン４０２を押して撮影領域
全体画像表示に切替える（図１３の（Ｂ））。
【００７１】
　切替え前も後も画面には常にサイズの目盛４０３を表示しておく。本発明の第４の実施
例では目盛４０３の１目盛は１０マイクロメータに相当している。目盛４０３はマウス等
の操作で移動できる。図１３の（Ｂ）に示した領域全体画像４０９では小さく判別できな
い成分等や成分内の構造を詳細に観察するため、拡大ボタン４０５を押して画像を拡大さ
せる（図１３の（Ｃ））。そして、縮小ボタン４０６を押すことで図１０の（Ｂ）に示す
元の状態へ戻すことができる。
【００７２】
　また、領域全体画像４０９が複数枚の場合、ページをめくる前ページボタン４０７と次
ページボタン４０８を配置する。切り取画像表示に戻す場合は切り替えボタン４０２を押
すと、切り取り画像へ戻る。
【００７３】
　これらの操作により、領域全体画像、切り取り画像への行き来がスムーズに行え、領域
全体画像、切り取り画像が等倍でなくても、目盛４０３の大きさが追従し、画面表示の制
約を受けずに画像の観察がスムーズに行えるようになる。
【００７４】
　その他の構成は、第１、第２の実施例と同様であるので、図示および説明は省略する。
【符号の説明】
【００７５】
　１・・・フラッシュランプ、２・・・フィールドレンズ、３・・・顕微鏡レンズ、５・
・・対物レンズ、６・・・フラッシュランプ駆動回路、８・・・ＴＶカメラ、９・・・光
束、１１・・・視野絞り、１２・・・開口絞り、１５・・・半導体レーザー源、１６・・
・コリメータレンズ、１７・・・シリンドリカルレンズ、１８・・・反射鏡、１９・・・
微小反射鏡、２０・・・ハーフミラー、２１・・・絞り、２２・・・光検出回路、２３・
・・フラッシュランプ点灯制御回路、２４・・・画像メモリ、２５・・・画像処理制御回
路、２６・・・特徴抽出部、２７・・・識別部、２８・・・中央制御部、２９・・・レビ
ュー用画像メモリ、３０・・・参照画像メモリ、３１・・・光検出回路、３２～３５・・
・レベル検出回路、３６・・・時間幅計測部、４０・・・粒子分析部、５０・・・表示部
、６０・・・操作部、７０・・・撮影領域、８０・・・撮影領域の全体画像、９０・・・
ホストコンピュータ、９１・・・尿定性分析装置、１００・・・フローセル、１０１・・
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・画像撮影部、１０２・・・粒子分析部、１０３・・・粒子検出部、１０４・・・シース
液容器、１０５・・・シース液、１０６・・・シリンジ機構、１０７・・・ノズル、１０
８・・・ダイレクトサンプリング機構、１０９・・・サンプリングノズル、１１０ａ・・
・試料、１１０ｂ・・・染色試料、１１１・・・染色液、１１２・・・染色槽、１２４・
・・フロー系制御部、２８１・・・結果修正処理部、２８２・・・動作制御部、２８３・
・・演算処理部、２８４・・・分析結果メモリ、２９１・・・全体画像メモリ、２９２・
・・切り取りメモリ、３０１・・・設定領域、４０１・・・レビュー画面、４０２・・・
画像切換えボタン、４０３・・・寸法目盛、４０４・・・項目毎の画像ウィンドウ、４０
５・・・拡大ボタン、４０６・・・縮小ボタン、４０７・・・前ページボタン、４０８・
・・次ページボタン、４０９・・・領域全体画像

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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